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ある『知識形態と社会(Die Wissensformen und die Gesellschaft)』(1926)や、哲学
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3 金子(1995)は、カトリック的傾向の強かった中期の著作のうちにすでに、後期の生成
的な形而上学が潜在的に展開されているとしている。特に『同情の本質と諸形式


















































                                                                  









































































































(1) 人間、神、世界の生成的関係	  
	 シェーラーは形而上学に先立つ人間学的研究において、人間を含めたすべ
ての生物の心的諸機能を、感情衝迫(Gefülsdrang)、本能(Instinkt)、連合的


































































                                                                  
7 シェーラーの知識社会学は、歴史哲学的観点から考察することが可能である。そこ
では、精神と生という二つの視点から、歴史の生成が検討されている。さらにシェ






























































































































































































                                                                  






































                                                                  
13 三宅(1969),143 頁 





































                                                                  



























































































                                                                  
16 Mall,R.A.(1993),64 頁 
17 「小学校学習指導要領」,13 頁 


































・Der Formalismus in der Ethik und die materiale Wertethik, 1913-16. Max Scheler. 
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